
春の散策会 
４月２０日、春の散策会として、京都を中心に活躍した明治、大正の造園家・７代目小川

治兵衛（植治）作の岡崎の庭を散策しました。 
都ホテルの中にある葵殿、佳水園。明治の元勲、山縣有朋の別荘、無鄰菴。並河靖之七

宝記念館。いずれも東山の景観と琵琶湖疏水の豊富な水の流れをくみこんだ自然主義的な

近代日本庭園を楽しみました。 
春陽と言うにはいささかお寒い土曜日でして岡崎には大勢の観光客が来ておりましたが、

いずれも一般には知られていない静かな庭園で、のんびりと楽しむことができました。 
また昼食には雨月物語の作者、上田秋成の旧跡で料亭になっている八千代の二階座敷を

借りきって湯豆腐料理を楽しみながら色々と話がはずみ、和気あいあいのひと時を持ちま

した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼佳水庵・岩庭 
 

 
   ▲参加の皆さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（色染・昭３５年 松岡謙一郎） 


